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第二八回国労東日本本部拡大委員会が、二月十日、東京・交通ビルに於いて開催され、東日本管内の国労組合員が集まり、二〇一一年度春闘を中心とした運動方針について討議しました。

　今回は婦人部発言があり、小野寺副婦人部長から婦人部の活動報告と決意表明がありました。
❤　福田弁護士発言
　採用事件が昨年一段落した。運動の目標の柱であったものが今は見えにくい。闘いの目標を設定していくことが大事だ。
　採用差別事件をＩＬＯに提訴してきたが、ＩＬＯと日本との人権基準に落差がある。昨年十一月ＩＬＯに解決の報告に行った。九次にわたる勧告に対し先進国である日本が対応してこなかった。結社の自由委員会を挙げて大変な喜びで歓迎され、本部高橋委員長が報告をした。四半世紀にわたる世界的にも大きな闘いであった。ＩＬＯは世界基準で採用差別があってはいけない、日本政府は是正するようにと勧告を続けてきた。

　最高裁は駄目でも国連がある。それが今後の運動の目標になる。

　人事賃金制度の提案があった。等級区分の改定、昇給制度、能力主義、効果主義が広がる制度だ。
　会社の差別性、不透明性をどう明らかにしていくか？昇進制度の公正を確保するために具体的手段、材料をきちんと提示させ、試験の合否の判定方法、人事考課の判定基準を明らかにする闘いが大切だ。
❤　小野寺副婦人部長発言
今委員会で特別発言の機会をいただきありがとうございます。婦人部組織は現在二八名です。毎月一回の常任委員会の開催、年一回明るく！元気に！学習交流会を行っています。毎月の常任委員会では、各職場の状況を持ち寄り問題解決に向け取り組んでいます。
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七月に開催している明るく！元気に！学習交流会では、婦人部員の三分の二にあたる二〇人前後の参加があり、日ごろの悩みを出し合い交流しリフレッシュして帰るという内容になっています。昨年の記念すべき二〇回交流会では、ＪＲ採用差別事件が一定の解決を見たということで、国鉄分割民営化闘争を共に闘ったＯＢ婦人部員四名の特別参加もあり、解決を迎えることができて本当に良かったと喜び合いました。

婦人部の状況について発言します。ＪＲ東京総合病院では一月より八階病棟に二交代勤務が導入されました。本社は昨年十月二五日の段階では導入するつもりはないという回答でした。その上婦人部要求の二四名よりも四名少ない二〇名でスタートし看護師長を除き全員五回夜勤となっています。これは三交代勤務に換算すると十回の夜勤に匹敵します。二月に入り一名の看護師が増えましたが、半数が五回夜勤をしており欠員の状況は変わりありません。今回八階病棟で二交代勤務が実施されたことにより、他の病棟への波及も心配です。各病棟にはそれぞれ特殊性があり、できないところもあり標準数の中で解決できない問題となっています。病院分会としては早期に団体交渉を望んでいます。
仙台病院では赤字経営のため収益を上げようと次々と新しい試みをしようとしています。十分な環境も整わないうちに人員が少ないのに無理にやらせようとしています。欠員のところでは残された人に負担がかかっており、妊婦や育休を取っている人たちが、非難の的になっています。昇進試験を受けても受からない状
況が続いています。

仙台駅では昨年現金管理機や新ＰＯＳ導入、次々と行われるマルスの機能更新で頭の中を整理する時間が足りない中で出札業務をしています。窓口の交代時間も短く着座時間が二時間以上になりこともあり、体力的、精神的にもきつい状況で働いています。
毎年四月になると新規採用が入り、一人前になり一本立ちするころには三年目の社員を車掌に送り出すということが繰り返され、仕事ができる中堅社員が少なく、年配者と新採だけとなっています。妊婦の泊まりは外していますが、長日勤ばかりで辛いといっています。
新宿駅では、女性は改札で複数対応である終電担当になっていますが、酔客も多く、第三者加害の危険も高く実際に起きています。列車の遅れで時間通り終わることは少なく、朝は睡眠不足で辛い状態です。先日も勤務中に倒れ、病院に運ばれ亡くなった社員がいました。明け番・休日はしっかり休みを取るよう点呼で言われますが、明けでサービス勉強会・ダイヤ改正の勉強会は相変わらず開催しています。言うこととやっていることが違うと若い社員からも不満が出ています。
遺失物を担当している婦人部員は、事務室に一人になることもあり安全対策を要求し緊急用のブザーがつきましたが、押しても誰も気づかず、誰も来ず、ブザーの存在すら誰も知らなかったことにショックを受けています。

実際に危険な状態になったときにはどうなるのかとても不安だといっています。
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育児介護休業法が改正されました。育児も介護も女性だけの問題ではありません。しかし現実には女性にその負担が重くのしかかってきます。結婚、妊娠、出産育児休業を経て職場復帰されている女性社員も少なくありません。短時間勤務を選択した女性に短い時間をフルに働いてもらおうと本人の意に添わない担務変更、勤務時間変更、年末年始の出勤など配慮のかけらもない勤務を押し付けています。夫との勤務調整がつかないと実家に子供を預けにいったりもしており、もうやめてしまいたいとの声も聞こえてきます。未婚の女性からは働き続ける自信がない。「どうやって働き続けて来れたのですか」と、国労の婦人部員に相談されています。
東日本婦人部組織は、現在二八名です。婦人部のいる職場では、平成採用女性社員の悩みを聞き世話役活動を続けています。しかしその職場も限られており、私たちの力の及ばない部分では皆様の協力をお願いします。組織拡大のひとつとして女性社員にも声をかけ悩みを聞いていただきたいと思います。
先輩方が勝ち取ってきた女性の権利を確実に取得でき、安心して働き、子供を産み育て働き続けられるＪＲの職場づくり、組織拡大に向けて婦人部も共に闘う決意を申し上げ特別発言とします。共に頑張りましょう。

（全文掲載）
常任委員会開催
二月九日二〇時より東日本本部にて第二回常任委員会を開催しました。

議題は以下のとおりです。
①　婦人部特別発言について

2 中央行動について

3 明るく！元気に！学習交流会について
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婦人部特別発言は、小野寺副部長がすることとし発言内容について、婦人部の声を持ち寄り検討しました。
二〇一一年青婦家中央行動は、三月十四日月曜日日本青年会館にて開催されます。多くの青年・婦人・家族の参加を求めます。

[image: image7.bmp]二〇一一年明るく！元気に！学習交流会は、十和田湖近辺で検討しています。楽しく元気になる企画を考えていますので、多くの婦人部の参加をお待ちしています。日程は七月第二土・日の予定です。予定表に書いておいてね。
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